【 別 紙 1】 


多核 種 除去 設備 等 処理 水 の 取 扱い に 関す る 
検討 状況 【 概 要 】 


T=rCcoO 


2021 年 11 月 18 日 ・11 月 19 日 
東京 電力 ホー ルディ ング ス 株 式 会 社 


は し じ め に T 三 PC て CO 


@ 多 枚 種 除去 設備 等 処理 水 (以下 、ALPS 処 理 水 ) の 取扱 い に つ いて は 、 
本 年 4 月 に 決定 され た 政府 の 基本 方 針 を 踏ま え 、 安 全 性 の 確保 を 大 前 提 に 、 
風評 影響 を 最大 限 抑 制す る た め の 対 応 を 徹底 する べく 、 設 備 の 設計 や 運用 
等 の 検討 の 具体 化 を 進め て お り ま す 

@ ご これ ら の 検討 状況 に つき まし て は 、 こ れ ま で に 特定 原子 力 施設 監視 ・ 評 価 
検討 会 等 で 順次 、 お 示し し て きた と ころ で す 

e 本 資料 で は 、 引 き 続 き 検討 を 進め て きた 取水 ・ 放 水 設備 や 海域 モニ タリ ン 
グ 等 も 含め 、 安 全 確 保 の た め の 設 備 の 具体 的 な 設計 及び 運用 等 の 検討 状況 、 
な ら び に 風評 影響 及び 風評 被害 へ の 対策 に つい て 、 と り ま と め た も の で す 

@ 今後 も 、 地 域 の みな さま 、 関 係 す る みな さま の ご 意見 等 を ] 寧 に 伺い 、 
設備 の 設計 1 運用 等 に 適 家 反映 し て まい り ま す 


政府 の 大 本 方 針 と 当社 の 対応 


2021 年 4 月 13 日 廃 炉 ・ 汚 染 水 ・ 処 理 水 対策 関係 閣僚 等 会 議 





東京 電力 #- ル ディ イッ が メ 株 式 会 社 福島 第 一 原子 力 発電 所 に | 
お ける 多核 種 除去 設備 等 処理 水 の 処 分 に 関す る 


基本 方 針 (以下 、「 政 府 の 基本 方 針 」 と いう ) 


す 三 CO 


2021 年 4 月 16 日 東京 電力 A- デ ィ ッ ゲ 2 株式 会 社 





























各種 法令 等 を 厳格 に 遵守 する と と も に 、 風 評 影響 を 最大 限 抑制 
する 対応 を 徹底 する こと を 前 提 に 、ALPS 処 理 水 の 処分 を 行う 

安全 性 に 関す る 規制 基準 を 厳格 に 遵守 し 、 周 辺 地域 の 公衆 や 
環境 、 農 林 水 産品 等 に つい て 、 現 在 と 同様 に 安全 を 確保 する 


トリ チ ウ ム 以 外 の 放射 性 物質 が 安全 に 関す る 規制 基準 を 確実 
に 下回る まで 浄化 され て いる こと に つい て 確認 する 


トリ チ ウ ム の 濃度 は 、 現 在 実施 し て いる サブ ドレ ン 等 の 排水 
濃度 の 運用 目標 (1,500^~ 外 履 品 未満 ) 、 ト リチウム の 年 間 の 
総量 は 、 事 故 前 の 放出 管理 値 (年 間 22 兆 外用 ) を 下回る 水準 
と する 

国際 法 等 を 踏ま え 、 海 洋 環境 に 及ぼ す 潜 在 的 な 影響 に つい て 
も 評価 する た め の 措 置 を 採り 、 こ うし た 環境 へ の 影響 に 関す 
る 情報 に つい て は 、 随 時 公表 し 、 高 い 透 明 性 を 確保 する 


政府 及び 東京 電力 が 放出 前 及び 放出 後に お ける モニ タリ ング 
を 強化 ・ 拡 充 す る 

敷地 内 に 設置 され た タン ク の 管理 に あたっ て は 、 今 後 の 災 害 
等 に 備え 、 十 分 な 安全 対策 等 を 徹底 する 

風評 影響 を 最大 限 抑 制す る た め 、 国 民 ・ 国 際 社 会 の 理解 醸成 、 
生産 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 消 費 対策 を 講じ る 

最大 限 の 対策 を 講じ し て も な お 、 風 評 被害 が 発生 し た 場合 に は 、 
賠償 に より 機動 的 に 対応 する 








処理 水 の 処分 に 関す る 政府 の 基本 方 針 を 踏ま えた 
当社 の 対応 に つい て 

















_ 政府 の 基本 方 針 を 踏ま えた 対応 を 徹底 する べく 取り 組む 


法令 に 基づく 規制 大 準 等 の 遵守 は も と より 、 放 出す る 水 が 安 全 
な 水 で ある こと を 確実 に し 、 公 衆 や 周辺 環境 、 農 林 水 産品 の 
安全 を 確保 する 


トリ チ ウ ム 以 外 の 放射 性 物質 に つい て は 、 何 回 で も 浄化 処理 
を 行い 、 希 釈放 出前 に 第 三 者 に よる 確認 を 得る 

トリ チ ウ ム の 濃度 は 、 サ ブ ド レ ン 等 の 排水 濃度 の 運用 目標 値 
(1,500 ペ "ルル / 嘆 未満 ) まで 十分 な 量 の 海水 で 希釈 、 トリ チ ウ 
ム 年 間 放 出 量 は 、 当 面 、 事 故 前 の 福島 第 一 の 放出 管理 目標 値 
(年 間 22 兆 ルル を 上 限 と する 

国内 外 の 方 々 の 懸念 払拭 な ら び に 理解 醸成 に 向け て 、 人 及び 
環境 へ の 放射 線 の 影響 評価 結果 等 、 環 境 へ の 影響 に 関す る 
正確 な 情報 を 透明 性 高く 、 継 続 的 に 発信 する 

風評 影響 を 最大 限 抑制 する べく 、 ご これ まで 以上 に 海域 モニ タ 
リン グ を 拡充 ・ 強 化す る 

発電 所 敷地 内 の タン ク に つい て は 、 漏 えい の 有無 を 継続 的 に 
監視 し 、 尾 来 の 自然 災害 等 に 備え 、 適 切 に 保守 管理 する 
風評 影響 を 受け 得る さま ざま な が 産業 に か か る 生産 ・ 加 工 ・ 流 
通 ・ 消 費 対策 に 全力 で 取り 組む 

対策 を 最大 限 に 講じ た 上 で も な お 、 風 評 被害 が 発生 し た 場合 
に は 、 迅 速 か つ 適 切 に 賠償 を 行う 


| 福島 第 一 原子 力 発 電 所 に お ける 多核 種 除去 設備 等 | 


T=rCcoO 


I 安全 確保 の た め の 設 備 の 設計 及び 運用 等 
安全 確保 の た め の 設 備 の 検討 状況 、 全 体 像 
海域 モニ タリ ング 

海洋 生物 の 飼育 試験 

今後 の 工程 

トリ チ ウ ム 分 離 技術 調査 


NN 


1-1. 安全 確保 の た め の 設 貸 等 の 検討 状況 ① T=PCO 


ALPS 処 理 水 に 含ま れる トリチウム 、42 核 種 、 上 炭素 14 を 希釈 放出 前 に 測定 

(第 三 者 機関 に よる 測定 を 含む ) し 、42 核 種 及 び 炭 素 14 が 、 環 境 へ の 放出 に 

関す る 規制 基準 値 を 確実 に 下回る まで 浄化 され て いる こと を 確認 する 。 

・ ALPS 処 理 水 の ① 受 入 、② 測 定 ・ 確 認 、③⑧ 放 出 、 そ れ ぞ れ の 役割 を ロー テー ショ ン で 
担う タン ク 群 ( 約 3 万 m3) を 設置 

・ ALPS 近 傍 に ある K4 エ リア の タン グ ク 群 の 測定 ・ 確 認 用 設備 へ の 転用 (用途 変 更 ) に 伴う 
代替 貯留 容量 を 確保 する た め 、G4 北 ・G5 エ リア に タン ク を 建設 する 


測定 ・ 確 認 用 設備 
[K4 タ ンク 群 ] 


海水 希釈 後 の ト リチウム 濃度 は 1.500^ ルル / 芝 ※ 未 満 、 年 間 ト リチウム 放出 量 は 
22 兆 ルル を 下回る 水準 と か る よう 、100 倍 以上 の 海水 で 十分 に 希釈 する 。 
放出 する トリ チ ウ ム の 濃度 及び 量 に つい て は 、 毎年 度 未 に 、 そ の 時 点 の 
最新 デー タ に 基づき 、 で きる だ け 少 な く な る よう 見 直す 。 
- ・ 希 釈 用 の 海水 移送 ポン プ は 、1 台 あたり 17 万 m3/ 日 程度 の も の を 3 台 設置 
希釈 設備 (年 間 稼働 率 8 割 、 年 間 トリ チ ウム 放出 量 22 兆 ルル 上 』、 ボ ンプ 1 台 運 転 の 場合 で も 、 
[新設 海水 ボン プ 等 ] 海水 希釈 後 の ト リチウム 濃度 は 約 440^ ル ルル と 想定 し て お り 、1,.500^^ ルル 品 
十分 下回る ) 





・ 海水 希釈 後 の ALPS 処 理 水 に つい て 、 放 出 中 毎日 サン プリ ング し 、 そ の トリ チ ウ ム 濃 度 
が 1.500^* 外 履 衣 を 確実 に 下回っ て いる こと を 確認 し 、 速 や か に 公表 する 





・ さら に 、 当 面 の 間 は 、 海 洋 放出 前 の 混合 ・ 希 釈 の 状況 を 放水 立志 を 活用 し て 直接 確認 
し た 後 、 放 出 を 開始 する 
※ 告 示 濃度 限度 (60,000 外 有 / 品 ) の 40 分 の 1 で あり 、WHO 飲 料 水 基 準 (10.000^^ 外 /) の 7 分 の 1 程度 


1-2. 安全 確保 の た め の 設 備 等 の 検討 状況 ② 7 ミウ CO 


港湾 内 の 放射 性 物質 の 影響 を 避け 、 港 湾 外 か ら 取 水 し た 海水 で ALPS 処 理 水 を 
希釈 し 、 ま た 、 放 出し た 水 が 取 水 し た 海水 に 再 循環 する こと を 抑制 する た め 
岩盤 を くり 抜い た 海底 トン ネル ( 約 1km) を 経由 し て 放出 する 。 


・ 港湾 外 の 海水 を 取水 し 、 港 湾内 海水 の 放射 能 濃度 の 影響 を 受け な いよ うに する と と も に 、 


取水 ・ 放 水 設備 
[5 号 取水 路 ・ 
海底 トン ネル 等 ] 


異常 時 の 措置 
[緊急 遮断 弁 等 ] 


その 他 


港湾 内 の 海水 と 希釈 用 の 海水 が 混合 し な いよ う 、 仕切 堤 で 港湾 内 と 分 離す る 


・ 放出 地点 は 、 日 常 的 に 漁業 が 行わ れ て いな い エ リア ※ 内 ( 同 エ リア 内 に は 約 600 億 品 の 海 


水 が 存 在 ) と な る ※ 共 同 漁 業 権 非 設定 区 域 


・ 海底 ト ン ネ ル に つい て は 、 海 上 ボー リン グ 調 査 等 を 実施 後に 詳細 を 検討 する 


ALPS 処 理 水 の 希 釈 率 や 性 状 に 異常 が 発生 し た 場合 は 、 緊 急 遮断 弁 を 速やか に 
閉じ し る と と も に 、 移 送 ボ ンプ を 停止 し て 放出 を 停止 する 。 
・ 皿 急 遮断 弁 は 、 津 波 対策 の 観点 か ら 防 潮 堤 内 に 1 台 、 放 出 量 最小 化 の 観点 か ら 希 釈 海水 と 


混合 する 手前 に 1 台 、 計 2 台 を 設置 し 、 多 重 性 を 備え る 


・ 設備 の 異常 で は な い が 、 海 域 モ ニタ リン グ で 異常 値 が 確認 され た 場合 も 、 一 旦 放出 を 


停止 する 


・ ALPS 処 理 水 の 海洋 放出 を 安全 に 、 か つづ 着実 に 実行 する た め 、ALPS 処 理 水 対策 貢 任 者 及び 


ALPS 処 理 水 関連 業務 に 特 化 し た 組織 (ALPS 処 理 水 プロ グラ ム 部 ) を 設置 する 


・ ALPS 処 理 水 の 海洋 放出 に 係る 設備 は 、 従 来 の ALPS 処 理 水 を 扱う 設備 と 同等 の 耐震 クラ ス 


を 有する 設計 と する 


・ 目 然 災害 被災 時 等 の 復旧 時 間 を 短縮 する た め 、 ボ ンプ や 流量 計 等 に つい て は 予備 品 を 


確保 する 


の 


1 


-3. 港湾 の 設 


す 三 上 と 〇 


北 防波堤 の 一 部 を 改造 し て 、 港 湾 外 の 海水 を 希釈 用 と し て 取水 し 、 仕 切 堤 で 港湾 内 と 分 離す る 
こと で 、 港 湾内 の 海水 が 希釈 用 の 海水 と 直接 混合 し な いよ うに する 。 
沿岸 か ら 約 1km 離 れ た 場所 か ら の 放水 と する こと に より 、 海 水 が 再 循環 し に くい (希釈 用 海水 


と し て 再 取 水 さ れ に くい ) 


IN US 


海底 トン ネル に つい て は 、 海 上 ボー リン グ 調 査 等 を 実施 後に 詳細 を 検討 する 。 





港湾 外 取 水 イ メー ジ 


北 防波堤 基部 ゞ 
港湾 外 EE 取水 池 


RK) | ン  /S33 
海底 トン ネル ASX ーー ン 較 較 ーー ンー ww 
長 さ : 約 1km 透過 防 Py 6 号 取水 口 5 号 取水 口 仕切 埋 + シ ー ト 
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取水 EEE 町 DS 
本 人 理 1 oO の | 量 留 |』 
放水 立 抗 居 ーー ニー ジー = ーー 






























































1-4. 安全 確保 の た め の 設 備 の 全体 父 (風評 影響 を 最小 化 ) ミニ っ CO 


_ ー 出典 : 地理 院 地図 ( 電 ゴ 
測定 ・ 確認 用 設備 (K4 タ ンク 群 ) un 5.95i.go.jp/#13/37.422730/141.044970/&base=std&ls=std&disp=1 
3 群 で 構成 し 、 そ れ ぞ れ 受 入 、 測 定 ・ 確 認 、 放 出 本 
工程 を 担い 、 連 続 的 な 放出 を 可能 と する 




















土 Web) を も と に 東京 電力 ホー ルディ ング ス 株 式 会 社 
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二 次 処理 設備 (新設 逆 浸透 膜 装置 ) 
















a 比 総和 ( 約 1 万 m3x3 群 ) に 記 
[1 て 10」 の 処理 途上 水 を 二 次 処理 する a JE 移送 ポン プ 底 日 常 的 に 漁業 カ 
/ ニー シュ ジヘ 行わ れ で いな い 
二 次 処理 設備 (ALPS) / 2 エリ ア ※ 
トリ チ ウ ム 以 外 の 核種 の 告示 濃度 比 総和 § ヒ よ = a 
「1 以 上 」 の 処理 途上 水 を 二 次 処 理 す る 閉場 Fy I s 
aar 緊急 遮断 弁 や 移送 
配管 の 周辺 を 中 心 


に 設置 






へ 、 | 海底 トン ネル 出口 は 、 日 淀 的 に 
へ | 漁業 が 行わ れ て いな い エ リア ※ 
内 に 設置 、 エ リア 内 の 想定 水量 

は 約 600 億 嘆 















海抜 33.5m 





| 当面 の 間 、 立 塊 を 活用 し て 、 海 水 
) と ALPS 処 理 水 が 混合 ・ 希 釈 し て 


ンー ーー | いる こと を 直接 確認 し た 後 、 放 出 
海抜 11.5m 」 へ 」 を 開始 







海抜 2.5m 








5 号 取水 路 
新設 海水 ボン プ 


(3 台 ) 


放水 立 坊 海 へ 


希釈 用 海水 海底 トン ネル 
(港湾 外 か ら 取 水 ) ( 約 1 





km) 
※ 共 同 漁業 権 非 設 定 区 域 / 


2-1. 海域 モニ タリ ング (計画 ) 


T=rCcoO 





・ 海域 へ の トリ チ ウ ム の 拡散 状況 や 魚類 、 海 藻類 へ の 放射 性 物質 の 移行 状況 を 確認 する た め 、 モ ニタ リン グ を 強化 
対象 採取 場所 測定 対象 現在 


港湾 内 


2km 圏 内 


セシウム : 毎日 


1 トリ チ ウ ム : 1 回 / 周 


セシウム : 1 回 / 週 


(及び 近傍 ) 7 ケ所 セシウム トリ チ ウ ム : 1 回 / 週 
海水 134.137 
ー トリ チ ウ ム セシウム : 1 回 / 週 
20km 圏 
okm 問 了 62 所 トリ チ ウ ム : 1 回 /2 週 
20km 圏 外 9 ヶ所 セシウム : 1 回 / 月 
(福島 県 沖 ) トリ チ ウ ム : 0 回 
セシウム セシウム : 1 回 / 月 (11 ヶ 所 ) 
134.137 スト ロン チ ウ ム : 四半 期 毎 
集 男 、 
魚類 0 半 際 スト ロン チ ウ ム (セシウム 濃度 上 位 5 検 体 ) 
トリ チ ウ ム トリ チ ウ ム : 1 回 / 月 (1 ヶ ケ所) 
‘ 夫 : 克 セシウム マ ご ・ 日 
港湾 内 134.137 セシウム : 3 回 / 年 (1 ヶ所 ) 
海藻 類 セシウム : 0 回 
港湾 外 ヨウ 素 129 4 
の トリ チ ウ ム : 0 回 


変更 ( 案 ) 


セシウム : 毎日 
トリ チ ウ ム : 1 回 / 週 


セシウム : 1 回 / 週 
トリ チ ウ ム : 1 回 / 週 


セシウム : 1 回 / 週 
トリ チ ウ ム : 1 回 / 週 


セシウム : 1 回 / 月 
トリ チ ウ ム : 1 回 / 月 


セシウム : 1 回 / 月 (11 ヶ 所 ) 
スト ロン チ ウ ム : 四半 期 毎 

(セシウム 濃度 上 位 5 検 体 ) 

トリ チ ウ ム : 1 回 / 月 (11 ヶ 所 ) 


セシウム : 3 回 / 年 ヶ所) 
セシウム : 3 回 / 年 (2 ケ所 ) 


ヨウ 素 : 3 回 / 年 (2 ケ所 ) 
トリ チ ウ ム : 3 回 / 年 (2 ケ所) 


備考 


放水 立 寺 (放出 端 ) は 毎日 実施 


採取 箇所 3 ケ所 を 追加 ( 計 10 力 所 ) 


トリ チ ウ ム の 分 析 頻 度 を 倍増 


トリ チ ウ ム を 追加 


現在 は 、11 ヶ 所 で 魚 を 採取 し セ シ 
ウム を 分 析 、 う ち 1 ヶ 所 で トリ チ ウ 
ム を 分 析 、 変 更 後 は 他 の 10 ヶ ケ所 に 
お いて も トリ チ ウ ム 分 析 を 追加 


3 月 、5 月 、7 月 の 年 3 回 実施 


港湾 外 2 ケ所 を 追加 


3 月 、5 月 、7 月 の 年 3 回 実施 
(生息 域 調 査 に より 検討 ) 


海域 モニ タリ ング ( 例 : 港湾 内 20km 圏 内 の 海水 ) 


人 na 金 人 
| 


(海底 トン ネル 出口 
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ャ 
@ 





| 
人 の の 
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青 : 頻度 を 増加 する 点 A 
赤 : 新た に 採取 する 点 ie 
黒 : 従来 と 同じ 点 0 


(福島 県 実施 分 ) 
L 





[| __ | トリ チ ウ ム 分 析 点 (港湾 内 は 全て の 点 で 分 析 ) 


日 常 的 に 漁業 が われ て いな い 工 リア ※ 
"東西 1.5km 南北 3.5km 
※ 共 同 漁業 権 非 設 定 区 域 


す 三 上 と 〇 


F-P05 


ま 





人 モニ タリ ング 調査 箇所 
人 @ モニ タリ ング 調査 箇所 
(福島 県 実施 分 ) 
2.5 5km 
| J 





海域 モニ タリ ング の 分 析 点 の 追加 等 は 、 政 府 の 
モニ タリ ング 調整 会 議 等 を 踏ま えて 、 別 途 検討 する 
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3. 海洋 生物 の 飼育 試験 了 ミ CO 


ALPS 負 理 水 を 含む 海水 環境 で 海洋 生物 を 飼育 し 、 海 洋 生物 中 の トリ チ ウ ム 濃 度 が 海水 の 
トリ チ ウ ム 濃 度 と 変わ ら な い (濃縮 し な い ) こと な ど を お 示し する こと で 、ALPS 処 理 水 の 
海洋 放出 に 係る 理解 の 醸成 、 風 評 影 響 の 抑制 に つなげ る 

地元 を は じ め と する 多く の 関係 者 の みな さま と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 活 動 を 通じ し 、 い た だ いた 
ご 意見 は 必要 に 応じ し て 計画 へ 反映 。 飼 育 試験 の 状況 や 進捗 は 、 適 宜 公 開 す る 


ALPS 処 理 水 の 海洋 放出 開始 前 ALPS 処 理 水 の 海洋 放出 開始 後 


海水 (水槽 1) と 海水 で 希釈 し た ALPS 処 理 水 (水槽 2) 海水 で 希釈 され 、 実 際 に 環境 中 へ 放出 され た 水 の 
双方 の 環境 下 で の 生育 状況 等 を 確認 環境 下 で の 生育 状況 等 を 確認 


水槽 1 : 発電 所 周辺 の 海水 水槽 2 : 発電 所 周辺 の 海水 で 希釈 し た ALPS 処 理 水 水槽 : 環境 中 へ 放出 され た 水 
(トリ チ ウ ム 濃 度 1^ 外 履 品 程度 (トリ チ ウ ム 濃 度 1,500 外 ル / 品 程度 ) (トリ チ ウ ム 濃 度 く 1,500 バ ルル / 宮 ) 


飼育 対象 予定 [ALPS 処 理 水 の 海洋 放出 開始 前 後 と も ] 

魚類 : ヒラ メ (30~40cm 程 度 、 あ る い は それ 以下 ) 
類 : 詳 細 検討 中 
海藻 類 : 詳細 検討 中 


4. 今後 の 工程 了 ミ ら CO 


2021 年 度 2022 年 度 2023 年 度 
大 
政府 の 基本 方 針 決 定 放出 開始 
(2021 年 4 月 ) 2023 年 春 頃 


(政府 の 基本 方 針 決 定か ら 約 2 年 後 を 自 途 ) 


ミミ 丸 志 







設備 構築 海上 ボー リ ェ 





中 石 ミ ー ーー ピー 
海洋 生物 の ee 
飼育 試 海水 で 希釈 し た ALPS 処 理 水 に よる 鉛 育 


海域 = 5 に 
モニ タリ ング 


・ 許 認可 手続 き の 期間 は 、 決 定 し て いる も の で は あり ませ ん 。 
・ 本 工程 案 は 、 今 後 の 調査 ・ 検 討 等 の 結果 等 を 踏ま えて 、 見 直す こと が あり ます 。 
・ 上 記 に 加え 、 人 及び 環境 へ の 放射 線 の 影響 評価 を 今後 公表 し ます 。 


5. トリ チ ウ ム 分 離 技術 調査 了 ミ ら CO 


・ トリ チ ウ ム 分 離 技術 の 幅広 い 調 信 の 実施 や 提案 の 受付 に 関し て 、 箕 明 性 を 確保 
する た め に 第 三 者 機関 と し て 「 ナ イン シグ マ ・ ホ ー ル ディ ング ス 株 式 会 社 」 を 
選定 し 、 同 社 ホ ー ム ペー ジ に 公募 ペー ジ を 開設 し 、 国 内 外 を 対象 に し た 
トリ チ ウ ム の 分 離 技術 に 関す る 調 仁 や 提案 受付 を 開始 し た 


・ 提案 の あっ た 技術 に つい て は 、 同 社 に お いて 技術 内 容 の 確認 ・ 評 価 、 必 要 に 
応じ て アド バイ ス 等 を 行い 、 そ の 結果 、ALPS 処 理 水 等 に 対し て 現実 的 に 実用 
可能 な 技術 で ある こと を 当社 が 確認 で きた 場合 に は 、 具 体 的 な 設計 の 検討 や 
技術 の 実証 試験 な ど を 行う 


に ! 
ee | 
SF pr r 1 | 
SE こ pe < お に 5 前 8 コ | 
a = i 
i i ビー = 
= = 守り 
に っ ee / し 
NINESIGMA* Jj 【 
jap Ta D 


多核 種 除去 設備 等 で 浄化 処理 し た 
水 か ら ト リチウム を 分 離す る 技術 









公募 ペー ジ 





京 電力 ホー ルディ ング ス 株 式 会 社 ( 以 下 、 東 京 電力 ) 福 島 第 一 原子 力 発電 所 上 6 
の 多核 種 除去 設備 等 で 浄化 処理 し た 水 (以下 、ALFS 処 理 水 等 ) に 対し て 、 実 [日 ] hftps://www.ninesigma.com/s/TEPCO-galleryJP 
用 化 の レベ ル に 達し て いる トリ チ ウ ム の 分 苑 技 術 は 、2021 年 月 時 点 に お いて 確 Es 、 

朗 さ れ て いな い 。 [ 英 ] https://www.ninesigma.com/s/TEPCO-qgolleryEN 
ALPS 処 理 水 等 の 処分 に 係る 政府 の 基本 方 針 決 定 を 受け て 、 東 京 電力 は 2021 征 
4 月 、ALPS 処 理 水 等 に つい て 以下 の よう な 考え を 示し た 。 





・ 2 年 程度 後 を 目途 と し た ALPS 処 理 水 ! の 海洋 放出 開始 に 向け 必要 な 設備 


I 風評 影響 及び 風評 被害 へ の 対策 
1. 国内 外 へ の 理解 醸成 に 向け た コミ ュ ニ ケー ショ ン 
2. 生産 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 消 費 対 策 
3. 風評 被害 が 生 し た 場合 の 対策 


T=rCcoO 


1 . 国内 外 へ の 理解 醸成 に 向け た コミ ュ ニ ケー ショ ン  +r=pCO 


ALPS 処 理 水 の 海洋 放出 に 関す る 疑問 や 風評 へ の ご 懸 管 に し つか り と 向き 合い 、 関 係 者 へ の 
説明 を 尽く す と と も に 、 消 費 者 を は じ め 広 く 国 内 外 の みな さま の 理解 を より 深め て いた だ 
ける よう 、 さ ま ざ ま な 媒体 の 活用 等 を 通じ 、 正 確 で 分 か りや すい 情報 を 発信 する 


科学 的 根拠 に 基づく 情報 を お 伝え し 、 疑 問 や ご 懸念 に 応え て いく 
漁業 関係 者 、 流 通関 係 事 業者 等 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン ro 
- 対話 を 重ね 、 懸 訪 を 払拭 する た め の 安 全 対策 、 風 評 対 策 な どの 説明 を 尽く す ジー 
地域 や 消費 地 等 で の コミ ュ ニ ケー ショ ン hCG 
- 地域 の みな さま の 目線 、 消 費 者 の みな さま の 目線 を 意識 し 、 
トリ チ ウ ム や ALPS 処 理 水 の 性 状 や 、 浄 化 の 仕組 み 、 監 視 体制 な ど 、 
よく 問わ れる 内 容 に つい て 、 伝 わる よう に 、 丁 寧 に 説明 


- 関連 情報 を 広報 紙 等 を 通し 、 周 辺 住 民 の みな さま に お 届け 






国内 外 メ ディ ア へ の 情報 提供 “ 

- 国内 外 の みな さま へ 正確 な 情報 が 届く よう 、 以 下 の 取 組 を 積極 実施 る 

* 現場 取材 の 勧奨 * メ ディ ア 向 け 説 明 会 NC 
有識者 等 へ の 情報 提供 


- 現場 視察 の 勧 箕 、 取 組 の 説明 な ど 


科学 的 根拠 に 基づく 情報 を お 伝え し 、 疑 問 や ご 懸念 に 応え て いく 


海外 の 理解 醸成 ( 国 と 連携 ) 


- 理解 醸成 ツー ル の 多 言語 化 
・ 処理 水 ポ ボー タ ル サ イ ト 
・「 ト リチウム 」 冊子 


- 海外 メデ ィ ア 取材 対応 
- 大 使 館 等 へ の 説明 な ど 








トリ チ ウ ム の 多く は 、 
水 」 の か た ち で 
存在 し て いま す 


「 ト リチウム 」 
に つい で 2 


の 





了 ミ pCO 





「 ョ 





処理 水 ポ ボー タル サイ ト 英語 ・ 中 国語 (簡体 字 / 繁 体 字 ) 
(英語 版 ) 「 トド トリチウム] 冊子 ・ 韓 国語 版 を 公開 


Web サ イト 「 処 理 水 ボ ー タ ル 」 の 適時 更新 、 動画 ・SNS の 活用 
- 消費 者 の みな さま 、 海 外 の みな さま の 安心 に 繋が る よう 、「Q&A」 の さら な る 充実 ・ 強 化 


福 に 池 一 哨 子 力 村 人 志 で 発 主 し て 処理 水 ボ ー タ / レ サ イト 
いる 「『 論 小 示 」 っ て どう いう も の Q&A ー ナ ー 


で すか ・ 


備 凌 光 一 引 子 力 寺 電 矯 の 汗 閉 に よ 
り 先 まし て いる 、 商 雪上 店 の 誰 岳 性 
補 條 を さん だ 水 の こ と で す . 


解説 動画 
( 廃 炉 資料 館 に て 上 映 ) 


も っ と 見 る 





処理 水 ボ ー タ ル サ イ ト 


1. 国内 外 へ の 理解 醸成 に 向け た コミ ュ ニ ケー ショ ン  +r テ =pCO 


1. 国内 外 へ の 理解 醸成 に 向け た コミ ュ ニ ケー ショ ン  +r=pCO 


取組 の 透明 性 を 確保 する 
ALPS 処 理 水 に 含ま れる 放射 性 物質 に つい て 、 客 観 性 の 高い 測定 ・ 確 認 の 実施 
- 海水 希釈 前 の トリ チ ウ ム 濃 度 の 確認 、 ト リチウム 以外 の 放射 性 物質 の 浄化 状況 の 確認 
- 第 三 者 機関 に よる 測定 ・ 確 認 も 実施 、 そ の 結果 に つい て 毎回 公表 

- 測定 時 の サン ブル 採取 時 に 、 地 元 自治 体 ・ 農 林 水 産 事 業者 等 の ご 視察 を 受け 入れ 
放出 前 及び 放出 後に お ける モニ タリ ング を 強化 ・ 拡 充 

- 放出 の 約 1 年 前 か ら 海 域 モ ニタ リン グ を 拡充 し 、 結 果 を タイ ムリ ー に 公開 

国際 原子 力 機 関 (IAEA) に よる 安全 性 確認 の 受け 入れ 
ALPS 処 理 水 を 含 お 海水 環境 下 で の 魚類 等 の 飼育 、 公 開 


ご 視察 いた だ く 機 会 の 拡大 
- 地域 の みな さま の 視察 ・ 座 談 会 の さら な る 拡大 ( 国 と 連携 ) 
- オン ライ ン 視 察 の 積極 活用 
- 浜 通り 交流 人 口 拡大 策 の 推進 
・ 発電 所 や 廃 炉 資 料 館 視察 者 を 対象 に 、 宿 泊 ・ 食 事 ・ 観 光 


に 関す る 情報 の 積極 的 な 提供 な ど バー チャ ルツ アー 動画 を 活用 し た 
オン ライ ン 視 察 の 様子 





1 . 国内 外 へ の 理解 醸成 に 向け た コミ ュ ニ ケー ショ ン  +r=pCO 


地域 や 社会 の 関心 事項 に 治 つ た 対応 に 向け 、 体 制 を 強化 する 
地域 目線 ・ 社 会 目線 を 反映 し た 情報 発信 の 改善 等 に 向け 、「 廃 炉 情報 ・ 企 画 統括 室 」 


設置 (2021 年 8 月 ) 


ALPS 処 理 水 の 海洋 放出 に 係る 理解 醸成 に 向け た 全社 大 で の 活動 の 司令 埼 機能 


強化 ( 同 8 月 ) 


宮城 県 、 茨 城 県 な どの 近隣 県 へ の 対応 体制 の 強化 ( 同 9 月 ) 


福島 第 一 廃 炉 推進 カン バニ ー 


廃 炉 情 報 ・ 企 画 統括 室 


プロ ジェ クト マネ ジメント 室 


廃 炉 安 全 ・ 品 質 室 


廃 炉 技術 開発 セン ター 


廃 炉 資材 調達 セン ター 


廃 炉 コミ ュ ニ ケー ショ ン セ ンタ ー 


福島 第 一 原子 力 発電 所 


福島 第 一 廃 炉 推 進 カ ン パ ニー 組織 図 


(2021 年 8 月 1 日 ~) 


2021 年 2 月 に 発生 し た 地震 へ の 対応 で 、 
地域 や 社会 の 皆さま の ご 関心 事項 に 
沿っ た 情報 発信 が 十分 で な か っ た 
地域 や 社会 の こと を 常に 考え 、 迅 速 
か つ 透 明 性 の 高い 情報 発信 を 行う 組織 
と し て 福島 第 一 廃 炉 推進 カン パニ ー 内 
に 「 廃 炉 情報 ・ 企 画 統括 室 」 を 設置 


2. 生産 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 消 費 対 策 


す 三 CO 
風評 影響 を 受け 得る 産業 の 生産 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 消 賀 の 各 段 階 へ の 取組 を 強化 ・ 拡 充 す る 
と と も に 、 関 係 者 の 方 々 と の 対話 ・ 協 議 を 通じ て 必要 な 対策 を 適宜 講じ て いく 
福島 県 産 農林 水産 物 の 販路 開拓 ・ 消 費 拡大 
小売 ・ 飲 食 店 に お ける 販促 イベ ント ・ フ ェ ア 開 催 な ら び に コロ ナ 宰 に 
対応 し た EC サイ ト 販 売 を 水産 品 を 中 心 に 強化 ・ 拡 充 
ふく しま 応 援 企業 ネッ トワ ー ク に お ける 消費 の 拡大 
(公社 ) 福 島 相 双 復興 推進 機構 を 通じ て 仲買 ・ 加 工業 者 さま を 新た に 支援 





_ 小売 店 に お ける 販売 ブー ス 
全国 の 魚 食 振興 


福島 県 を は し め 近 隣県 を 含め た 全国 大 の 魚 食 振興 に 貸す る 取組 を 実施 し 、 全 国 的 な 魚 食 量 の 


回 復 に 尽力 。 電 気 事 業 連 合 会 の 協力 の ちと 、 水 産 加工 品 等 の カタ ログ 販売 、 な ら び に 首都 圏 や 
大 消費 地 等 で の 魚 食 文化 普及 を 自 的 と し た イベ ント を 開催 


関係 者 の 方 々 と の 対話 ・ 協 議 を 通じ た 対策 の 充実 ・ 拡 大 
今後 、 福 島 県 及び 近隣 県 を は じ め と する 関係 者 の 方 々 か ら ご 意見 を 伺い 適切 な 対策 を 講じ る 。 
| 目 


な お 、 宮 城 県 と 茨城 県 に つい て は 、 関 係 者 の 方 々 へ の 説明 を 尽く し 、 対 話 ・ 協 議 を 行う た め の 
現地 体制 も 増強 ・ 整 備 


3. 風評 被害 が 生じ た 場合 の 対策 T=PCO 
風評 呈 2 響 を 最大 限 抑 制す る べく 対策 を 講 し た 上 で も な お 、ALPS 処 理 水 放出 に 伴う 風評 
被害 が 発生 し た 場合 に は 、 そ の 損害 を 迅速 か つ 適 切 に 賠償 し て いく 


あら か じ め 賠 償 期 間 や 地域 、 業 種 を 限定 せ ず 、ALPS 処 理 水 放出 に 伴う 損害 を 賠償 
ALPS 処 理 水 放出 前 の 風評 被害 の お 申し 出 に も 、 ご 事情 を 丁寧 に お 伺い し 、 迅 速 か つ 適 切 に 対応 
間接 的 な 損害 に 対し て も 、 ご 事情 を 丁寧 に お 伺い し 、 適 切 に 対応 

将来 分 一 括 賠償 を お 支払 いし て いる 場合 で も 、 別 の 新た な 損害 と し て 対応 


被害 者 さま に 極力 ご 負担 を か け な い 柔軟 な 対応 
風評 被害 の 算定 ・ 請 求 方 法 は 、 過 去 の 賠償 に 関す る 考え 方 や 仕組 み を 最大 限 活用 


損害 の 推認 に あたり 、 地 域 や 業種 ご と の 統計 デー タ な ご ど を 用 いて 、 ご 請求 者 さま の お 手間 を 
軽減 で きる 方 法 を 提案 


損害 額 の 算定 に あたり 、 こ れ ま で に ご 提出 いた だ いて いる 書類 の 活用 を 提案 する と と も に 、 
事業 者 さま ご と の ご 事情 を 考慮 し 柔軟 に 対応 


関係 者 の 方 々 の ご 懸念 に 対す る 丁寧 な 対応 
ご 懸 菅 に 対し て 、 具 体 的 な 賠償 大 準 な ど を 訪問 ・ 説 明 会 等 に より 丁寧 に 説明 
風評 賠償 の 枠組 み は 、 関 係 者 の 皆さま の ご 意見 を お 伺い し 具体 化 


